
                           

 

貝塚市立第二中学校第１学年   ６月号 ２０１６年６月１日（水）発行 

《学年目標》 ＷＡを大切に！   話（話し合える学年） 

                和（安心できる学年） 

                   輪（つながりあう学年） 

    【学校生活のチェックをしよう！】 

 中学校での生活が始まって、２カ月が経過しました。入学後の緊張感はほぐれ、逆に少し気になる面が出てきました。特

に、各授業のスタートでチャイムが鳴ってからも、まだうろうろしている姿が目につきます。チャイム着席を心がけ、スム

ーズに授業に入れるよう準備をきっちりしていきましょう。 

 また、校舎内でふざけたり騒いだりして、はずみでガラスが割れるということも複数回起きています。幸い、大きなけが

にはつながっていませんが、油断大敵です。中学生になり、体も大きくなり力もついてきて、瞬間的な勢いでガラスは簡単

に割れてしまう時があります。一つ間違えば、命にかかわる大きなけがにつながりますし、自分だけでなく、周りの友達も

巻き込んでしまう恐れがあります。お互い気をつけて行動し、危険な行動を目にしたときは、注意できるようにしていきま

しょう。 

 

【がんばろう仲間づくり①】 

 ２日（木）には、「人権点検デー」が予定されています。それに向けて、担任といろいろな場面で教育相談を行ってきま

した。その中で考えたことや、小学校時代から思い悩んでいることなど、クラスでしっかりと話をする時間を確保していま

す。クラスの友達の様々な思いを聞き、自分の経験などを生かし、アドバイスをしてあげたらいいと思います。。逆に、自

分の思いについては、少し勇気がいりますが、クラスの友達を信じて伝えてみてください。 

 その場で解決できることは少ないかもしれませんが、友達からの言葉は温かく、元気づけられることも多いことでしょう。 

その意味で、ただ聞くだけでなく、その人の立場を思いやって、話しかけてみましょう。真剣に考えて意見を述べることは、

相手の心に響くだけでなく、自分の心を掘り下げることにもつながります。クラス全員の気持ちを一つに合わせ、有意義な

１日にしていきましょう。 

 

【がんばろう仲間づくり②】 

 入学してから仮班での生活を続けてきましたが、いよいよ６月上旬から正式班がスタートします。４月からの中学校で

の生活で、学級や学年の様子がいろいろ見えてきたと思います。クラスの仲間の個性や特徴。自分とは違う感性とのぶつ

かり。考えたり予想していたのとは異なる方向に行ったことも多かったのではないでしょうか。仮班でも少ない人数にも

関わらず、ぎくしゃくしたこともあったと思います。 

 本来、班活動とは仲良しグループの活動ではありません。班員一人ひとりの気持ちを考え、お互いに支え合える人間関

係を作っていかなければなりません。班長さんを中心に、いい時も悪い時もおたがいの気持ちを共有し、言いたいことを

はっきり伝え合うことのできる、自分たちの班をゆっくり作り始めてください。最初は難航することも多いでしょうが、

一つ一つ力を合わせて活動し、個性あふれる班として成長できることを楽しみにしています。 

 

【月末からの期末テストに向けて授業に真剣に取り組もう！】 

 ５月１８・１９日の両日に実施された中間テストの結果はどうだったでしょうか。入学後、初めての定期テストで、と

ても緊張したと思いますが、自身でふりかえりは必ず行ってください。何事もそうですが、やりっぱなしというのはいけ

ません。必ず見直し、間違ったところを中心に、自学ノートなどで何度も復習しておきましょう。また、理解できないと

ころは教科の先生に質問してください。「聞くは一時の恥聞かぬは一生の恥」と言います。わからないままほうっておくこ

とは、何の解決にもなりません。 

 中間テストでの反省を生かして、少しでも早く、期末テストに向けての学習計画を考えてください。２２日（水）がテ

スト１週間前、期末テスト本番は２９日・３０日・７月１日です。 

 


